
成人老年実習が終わりました1月

12月、1月に成人老年実習がありました。

成人老年1実習では地域の連携を理解することを目的とし、佐久市役

所・佐久穂町役場での地域保健活動を見学したり、消防署で病院との
連携などを学ばせていただきました。

医療センターで検査・治療を中心に見学し患者さんがどのように検査
を受けどんな苦痛があるかを知ることができました。救急病棟でドク
ターヘリの見学や救急搬送されてきた患者さんの治療の現場を見学す
ることができました。



病棟では手術出しの見学や清拭などの援助をスタッフと一緒に実施
するなど看護師の一日の流れを学ぶことができました。

本院では透析室の見学を行い、透析患者さんがどのように通院し透
析中どんなことをしているのかを知ることができました。

実習最終日には
地域連携の関連図
を作成し、グループ
ごとに学んだことを
発表しました。
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成人老年2実習では受け持ち患者さんを受け持ち看護過程を展開し、

慢性疾患を抱えながらその後の生活について考えて看護過程を展開
していきました。

夏の実習よりも患者さんの生活背景をとらえることの大切さや家族へ
の配慮など患者さんだけをとらえるのではないことを学べたのではない
かと思います。

冬の寒い中朝早くから実習に行き、記録も一生懸命頑張っていて大
変な10日間だったと思います。ご家族の方々にも協力いただきありがと
うございました。

次は領域実習が待っています。しっかり学習していきましょう。


